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大

陸
（
北

支
）

北
支
那
の
分
哨
勤
務

兵
庫
県

柴

原

幾
太
郎

私
は
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
一
月
五
日
に
、
和
田

山
町
安
井
に
柴
原
家
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
長
男
は

二
歳
の
時
に
夭
折
し
た
。
妹
が
一
人
、
弟
が
一
人
の
三
人

兄
弟
だ
っ
た
。

そ
の
時
両
親
は
健
在
で
、
五
〇
ア
ー
ル
の
田
を
耕
し
て

い
た
。
そ
の
他
、
家
で
食
べ
る
野
菜
類
を
四
季
に
応
じ
て

作
っ
て
い
た
。

母
は
私
が
十
歳
の
時
に
死
亡
し
た
。
妹
が
六
歳
、
弟
が

四
歳
の
時
で
あ
る
。
父
は
私
達
が
可
哀
想
だ
と
思
っ
た
の

か
、
再
婚
も
せ
ず
、
農
業
と
家
事
に
一
生
懸
命
に
働
き
私

達
三
人
を
育
て
て
く
れ
た
。

小
学
校
を
卒
業
す
る
と
す
ぐ
家
業
に
つ
き
父
の
手
伝
い

を
し
た
。
ま
た
人
づ
て
に
青
年
学
校
に
入
学
、
そ
こ
で
復

員
し
た
兵
か
ら
初
歩
の
徒
歩
訓
練
か
ら
銃
剣
術
、
射
撃
訓

練
を
習
っ
た
。
青
年
学
校
に
昼
間
と
夜
間
が
あ
っ
た
が
昼

間
の
部
に
入
っ
た
。

十
六
歳
の
時
江
の
島
（
瀬
戸
内
海
に
あ
る
小
都
市
）
の

酒
屋
へ
友
達
と
一
緒
に
奉
公
に
出
た
。
一
月
半
ぐ
ら
い
働

い
た
時
家
か
ら
「
チ
チ
、
キ
ト
ク
」
の
電
報
が
届
い
た
。

急
性
肺
炎
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
数
日
の
暇
を
も
ら
い
急
い

で
帰
京
し
た
。
看
病
の
甲
斐
も
な
く
父
は
二
日
後
永
眠
し

た
。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ

る
。
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妹
と
弟
と
私
の
兄
弟
三
人
が
残
さ
れ
た
。
一
時
途
方
に

く
れ
た
が
五
〇
ア
ー
ル
だ
け
三
兄
弟
で
耕
し
た
。
私
が
十

八
歳
に
成
長
し
た
時
、
四
〇
ア
ー
ル
を
返
し
て
貰
い
百
姓

に
専
念
し
た
。

昭
和
十
六
年
六
月
、
孤
児
家
庭
に
も
容
赦
な
く
徴
兵
検

査
の
通
知
が
き
た
。
検
査
場
所
は
和
田
山
の
町
役
場
で
あ

る
。
検
査
の
結
果
は
『
第
二
乙
種
』
合
格
で
あ
っ
た
。
山

に
入
り
仕
事
中
に
妹
が
召
集
令
状
を
持
っ
て
き
た
。
昭
和

十
七
年
の
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

妹
も
弟
も
大
き
く
な
り
、
二
人
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

何
と
か
農
業
も
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
と
肩
の
荷
が
少
し
軽

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

四
月
一
日
、
姫
路
師
団
歩
兵
第
四
十
六
部
隊
の
第
二
中

隊
に
配
属
に
な
っ
た
。
和
田
山
か
ら
の
同
年
兵
は
な
く
私

一
人
だ
け
だ
っ
た
。

勇
猛
な
る
姫
路
師
団
の
初
年
兵
教
育
を
三
カ
月
間
み
っ

ち
り
受
け
た
。
初
年
兵
教
育
終
了
後
、
八
月
ま
で
姫
路
に

い
た
。
初
年
兵
全
員
が
兵
庫
県
人
で
何
か
と
都
合
が
よ

か
っ
た
。

毎
朝
、
点
呼
後
、
姫
路
城
一
周
の
駈
足
が
あ
っ
た
。

三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
の
時
ほ
ど

青
年
学
校
で
の
訓
練
を
有
難
く
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。弟

が
体
を
悪
く
し
た
の
で
一
期
の
検
閲
後
、
外
泊
許
可

を
貰
い
家
に
帰
っ
た
。
思
っ
た
よ
り
た
く
ま
し
く
な
っ
て

い
た
の
で
安
心
し
た
。
こ
の
辺
で
は
耕
運
機
は
な
く
牛
耕

で
あ
る
の
で
、
牛
の
世
話
が
面
倒
だ
っ
た
。
肉
牛
の
旦
馬

牛
は
飼
育
が
全
然
別
で
あ
る
。

七
月
に
一
期
の
検
閲
が
済
み
、
初
年
兵
全
員
が
北
支
へ

と
出
陣
し
た
。
私
は
二
カ
月
遅
れ
て
部
隊
の
後
を
追
い
サ

ギ
（
地
名
）
の
第
三
十
九
連
隊
に
合
流
し
た
。
九
月
に
北

京
に
到
着
、
セ
イ
ケ
イ
（
地
名
）
の
連
隊
本
部
に
合
流
し

た
。
セ
イ
ケ
イ
か
ら
四
キ
ロ
程
離
れ
た
と
こ
ろ
に
ト
ウ
ス

イ
と
い
う
大
き
な
部
落
が
あ
り
そ
こ
に
ト
ー
チ
カ
陣
地
が

あ
る
。
一
個
中
隊
が
駐
屯
し
て
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
。

ト
ウ
ス
イ
の
中
隊
か
ら
一
個
分
隊
、
常
に
ト
ー
チ
カ
陣
地

の
警
備
に
つ
い
て
い
た
。
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粘
土
づ
く
り
の
ト
ー
チ
カ
で
寒
気
が
厳
し
い
。
二
階
建

て
の
ト
ー
チ
カ
で
、
そ
の
中
で
寝
起
き
で
き
る
よ
う
な
設

備
に
な
っ
て
い
た
。
水
が
な
く
、
部
落
か
ら
毎
朝
、
水
の

補
給
を
受
け
て
い
た
。
ド
ラ
ム
缶
に
満
杯
に
し
、
入
浴
も

二
日
な
い
し
三
日
に
一
度
は
で
き
た
。
日
中
は
よ
い
が
夜

間
の
冷
え
こ
み
は
予
想
外
だ
。

ト
ー
チ
カ
の
周
囲
を
二
十
四
時
間
中
、
巡
回
す
る
が
夜

中
は
さ
す
が
に
緊
張
す
る
。
ビ
ー
ル
壜
は
、
夜
ト
ー
チ
カ

の
中
で
も
割
れ
て
し
ま
う
。
余
り
の
寒
さ
に
、
防
寒
具
を

着
て
寝
た
こ
と
も
し
ば
し
あ
っ
た
。

五
日
ま
た
は
一
週
間
に
一
度
は
部
落
を
巡
回
す
る
。
八

路
軍
の
勢
力
範
囲
と
聞
い
て
い
た
が
、
平
和
な
部
落
で
一

度
も
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

糧
秣
は
十
日
に
一
度
、
中
隊
本
部
に
受
領
に
行
き
食
糧

の
現
地
調
達
は
し
た
こ
と
は
な
い
。
今
か
ら
思
え
ば
、
こ

れ
が
部
落
民
が
八
路
軍
の
手
引
き
を
し
た
り
、
自
ら
襲
撃

し
な
か
っ
た
大
き
な
原
因
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

二
カ
月
近
く
、
分
哨
勤
務
を
や
り
南
京
の
部
隊
に
転
属

に
な
っ
た
。
中
隊
か
ら
二
人
の
選
出
で
あ
る
。
転
出
先
は

支
那
派
遣
軍
歩
兵
教
育
隊
で
あ
る
。
細
部
は
承
知
し
て
な

い
が
、
見
習
士
官
、
小
隊
長
、
中
隊
長
、
大
隊
長
の
再
教

育
学
校
で
あ
る
。

四
個
中
隊
編
成
で
他
に
機
関
銃
隊
、
砲
隊
も
あ
っ
た
。

戦
闘
訓
練
の
時
は
、
分
隊
｜
小
隊
｜
中
隊
と
型
通
り
実
施

さ
れ
る
。
何
し
ろ
、
見
習
士
官
以
上
ば
か
り
で
敬
礼
の
し

ど
お
し
で
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
カ
月
後
、
竹
中
中
隊
長
の
伝
令
に
な
っ
た
。
内
務
で

は
当
番
で
あ
る
。
中
隊
長
の
近
く
に
い
な
く
て
は
と
い
う

こ
と
で
、
勤
務
は
主
と
し
て
衛
兵
勤
務
で
あ
る
。
週
番
上

等
兵
も
や
り
、
命
令
の
伝
達
を
や
る
。
南
京
で
上
等
兵
に

進
級
し
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
。
食
事
は
初
年
兵
が
や
る

が
、
い
じ
わ
る
な
古
兵
が
分
配
に
口
を
出
し
随
分
苦
労
し

た
。南

京
で
一
年
勤
務
し
、
済
南
に
転
属
に
な
っ
た
。
昭
和

十
七
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
支
那
派
遣
軍
歩
兵
教
育

隊
済
南
隊
で
南
京
の
学
校
と
大
同
小
異
ら
し
い
。
校
長
と

い
う
か
隊
長
と
い
う
か
、
そ
の
長
は
、
陸
軍
大
佐
従
三
位

勲
三
等
・
井
上
立
樹
陸
軍
大
佐
で
あ
る
。
兵
舎
も
南
京
よ
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り
規
模
が
大
き
く
、
数
個
大
隊
に
編
成
さ
れ
佐
官
級
の
将

校
が
多
か
っ
た
。

済
南
は
気
候
が
よ
く
、
内
地
と
差
が
あ
ま
り
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。
北
京
に
近
い
だ
け
あ
り
治
安
も
よ
く
、
鉄
砲

の
音
な
ど
聞
こ
え
な
い
。

軍
医
大
尉
の
当
番
を
命
じ
ら
れ
約
一
年
余
り
勤
務
し

た
。
大
尉
は
水
に
う
る
さ
く
、
煮
沸
、
煮
沸
の
毎
日
だ
っ

た
。
佐
官
ク
ラ
ス
は
ア
パ
ー
ト
式
の
官
舎
に
住
み
、
軍
曹

が
炊
事
を
賄
っ
て
い
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
末
に
中
隊
に

復
帰
、
演
習
、
衛
兵
の
明
け
暮
れ
の
毎
日
だ
っ
た
。
空
襲

も
敵
襲
も
な
く
、
戦
闘
の
死
角
に
い
る
よ
う
な
気
が
し

た
。八

月
十
五
日
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
、
済
南
｜
上
海
間

を
貨
物
列
車
で
一
カ
月
か
か
っ
て
集
結
。
米
三
升
、
砂

糖
、
缶
詰
は
済
南
で
支
給
に
な
る
。

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
博
多
へ
上
陸
。
三
月
十
五
日
帰

京
。
弟
は
海
軍
に
志
願
、
呉
海
兵
団
に
勤
務
、
昭
和
二
十

年
九
月
に
復
員
し
て
い
た
。

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
結
婚
、
娘
が
二
人
い
る
。
一

人
は
同
居
し
て
い
る
が
、
一
人
は
結
婚
し
て
鹿
児
島
に

ず
っ
と
住
ん
で
い
る
。

家
内
は
平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年
に
死
去
し
た
。

内
地
の
延
長
の
よ
う
な
戦
地
勤
務
だ
っ
た
が
、
大
戦

争
、
大
戦
闘
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な
勤
務
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
軍
隊
の
一
面
で
あ
ろ
う
。

和
田
山
の
街
を
歩
い
て
も
か
つ
て
の
兵
隊
仲
間
は
見
当

た
ら
ず
淋
し
い
限
り
だ
。

残
り
少
な
い
余
生
を
大
事
に
し
た
い
と
思
う
。

行
く
も
残
る
も
悲
惨

歩
兵
第
三
十
一
連
隊
の
仲
間

岩
手
県

菊

池

政

男

私
は
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
三
月
二
十
一
日
、
岩

手
県
金
ケ
崎
町
に
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
三
度
の
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